
 

 

 

 

 

 

ISPS Code（船舶と港湾施設の保安のための国際コード）に基づく 

 

船舶保安システム 

 

審査の案内 
 

（日本籍船の特別要件を含む） 

 

 

 

 

 

 

 

船舶管理システム部 

2026 年 07 月（第 21 版） 

  



審査の案内 ISPS 

i 

改訂記録 

日付 版 主な変更点 

2003.07 初版 － 

2017.09 17 「1. はじめに」の記述内容を変更した。 

オンライン審査申込サービス（e-Application）を追加した。 

SSP の改訂承認及び改訂の届出の際の提出書類を変更した。 

2021.10 18 SSP 電子承認システムの運用開始に伴い SSP 承認の取扱いを変更した。 

2022.02 19 電子記録書の運用開始に伴い記述を変更した。 

2024.06 20 MS-SPA: Schedule for Review and Approval of SSP の運用廃止及び記述

の整理のため変更した。 

2026.07 21 全体構成を見直した。また、審査の案内（日本籍船舶用）を廃止し、外国籍

船舶用と統合した。 

 

 

本会各支部又は事務所の所轄範囲については本会ホームページからご確認ください。 

ホーム > 情報サービス > 拠点一覧 

https://www.classnk.or.jp/hp/ja/directory/dir_top.aspx 

 

 

この『審査の案内』に関するお問い合わせは、下記にお願いいたします。 

一般財団法人 日本海事協会 船舶管理システム部 

電話：03-5226-2173 

e-mail：smd@classnk.or.jp 
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略語の説明と用語の定義 

ISPS Code 船舶と港湾施設の国際保安コード (International Ship and Port Facility 

Security Code) 

ISSC 国際船舶保安証書 (International Ship Security Certificate) 

SSP 船舶保安計画 (Ship Security Plan) 

保安事件の危険から船舶に乗船している者、貨物、貨物運送ユニット、船舶

用品又は船舶を保護するために計画された船舶での措置の適用を確実にする

ために構築された計画をいいます。A/2.1.4 

SSA 船舶保安評価 (Ship Security Assessment) A/8 

CSO 会社保安職員 (Company Security Officer) 

SSA が実施され、SSP が作成され、承認のため提出され、その後実施され、維

持されることを確保すること並びに船舶保安職員（SSO）及び港湾施設保

安職員（PFSO）との連携を行うことを確実にするために会社により指定され

た人物をいいます。A/2.1.7 

SSO 船舶保安職員 (Ship Security Officer) 

SSP を実施、維持すること、かつ、CSO 及び PFSO と連携することを含め、船

舶の保安に関する責任者として会社に任命された船舶上の人物をいいます。

A/2.1.6 

また、SSO は 2009 年 7 月 1 日以降、主管庁が発行する STCW 条約第 6-

5 規則の規定に基づく証明書の保持が要求されています。 

RSO 認定保安団体 (Recognized Security Organization) 

保安に適切な専門性と船舶及び港湾施設の運用に関する適切な知識を有

し、SOLAS 条約 XI-2 章又は ISPS Code A 部で要求される評価、検査若し

くは承認又は証書発給業務を実施する権限を与えられた組織をいいます。

SOLAS XI-2 Reg. 1.16 

DOC 適合証書 (Document of Compliance) （ISM Code A/1.1.5） 

SMC 安全管理証書 (Safety Management Certificate) （ISM Code 

A/1.1.6） 

SSAS 船舶保安警報装置 (Ship Security Alert System) SOLAS XI-2 Reg.6 

Company (会社) SOLAS 条約 IX/1 規則に定義される会社をいい、ISM Code で定義されてい

る“会社”と同一です。SOLAS XI-2 Reg.1.7 

Anniversary 

date(審査基準日) 

ISSC の有効期間の満了日に相当する毎年の月日をいいます。 
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はじめに 

SOLAS 条約 XI-2 章及び ISPS Code の要件に基づき、国際航海に従事する旅客船、総トン数 500 トン

以上の貨物船及び移動式海底資源掘削ユニットは、SSA を実施し、それを基に SSP を立案し、船上での

運用を経て初回審査に合格した上で ISSC を所持しなければなりません。 

 

本会は、数多くの旗国政府から RSO として承認されており、旗国政府に代わって、また、本会の規則「船

舶保安システム規則及び同実施要領」に従って、SSP の承認並びに船舶審査を実施し、一部の旗国政

府（例えばパナマ、日本）を除き、ISSC を発行しております。 

 

ISPS Code A/9.4.11 に規定されているように、SSP は承認後も定期的に見直しを行うことが求められてお

ります。 

 

この審査の案内で用いている条約、コードの和文は、本会の仮訳ですのでご了承ください。また、SOLAS 条

約（関係箇所抜粋）並びに ISPS Code の英文、和文及び和英併記版は、本会のホームページ内の船

舶保安システム（ISPS）サイトに掲載しておりますのでご利用ください。 

 

なお、本審査の案内をはじめ、本会のサービスは、ホームページからご利用いただけます。 

- 各種チェックリスト：http://www.classnk.or.jp/hp/ja/activities/statutory/isps/index.html 

- 審査の申請書式：http://www.classnk.or.jp/hp/ja/download/dl_appli.aspx 

- Ship in Service / e-Application：https://portal.classnk.or.jp/portal/indexj.jsp 

 

  

http://www.classnk.or.jp/hp/ja/activities/statutory/isps/index.html
http://www.classnk.or.jp/hp/ja/download/dl_appli.aspx
https://portal.classnk.or.jp/portal/indexj.jsp
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1 概要 

1.1 証書 

3.1 をご参照ください。 

 

1.2 審査 

1.2.1 SSP の承認及び確認の種類 

.1 初回承認 

.2 改訂の承認 

.3  承認を要さない事項の改訂（Minor 改訂） の確認  

1.2.2 船舶審査の種類 

.1 Interim ISSC 発行のための審査 

.2 初回審査：船舶に初めて ISSC を発行する審査 

.3 中間審査：2 回目と 3 回目の審査基準日の間で実施する審査 

.4 更新審査：5 年を超えない期間で実施する ISSC を更新する審査 

.5 臨時審査：例えば次の審査があります 

a. NC 解消のため 

b. SSP の大幅な改訂承認後 

c. その他 

・船名など ISSC の記載事項に変更がある場合 

・ SSAS の換装 

 

1.3 ISSC 取得の流れ 

新たに管理を開始する船舶について、会社が ISSC を取得するまでの手順は次のとおりです。 

.1 SSA を実施し、SSP を作成して、初回承認を旗国又は RSO に申請してください。 

.2 Interim ISSC 発行のための審査を申請してください。SSP が初回承認のために提出さ

れていることを条件に審査を実施します。審査完了後、審査員は Interim ISSC を発行します。 

.3 Interim ISSC の有効期限までに初回審査を完了してください。SSP は既に承認されて

いる必要があります。審査完了後、審査員は 5 年有効の ISSC を発行します（パナマ、日本など

いくつのか旗国を除きます）。 
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1.4 ISSC の維持 

中間審査は 2 年目と 3 年目の anniversary date の間に行われ、証書は裏書されます。また、

ISSC の有効期限満了日の前、3 か月以内に更新審査を受けていただくことで、同じ

anniversary date の新たな ISSC が発行されます。  

なお、SSP が改訂された場合、SSP の改訂承認もしくは改訂の届出が必要です。さらに改訂承

認後には、SSP 改訂部分の船上検証が要求されます。 

 
 

2 適用船舶（SOLAS XI-2 Reg.2） 

SOLAS XI-2 章及び ISPS Code に基づく船舶保安要件の適用対象となり、本会による ISPS 審査

の対象となる船舶は、国際航海に従事する次の船舶です。 

.1  旅客船 

.2  総トン数 500 トン以上の貨物船 

.3  移動式海底資源掘削ユニット 

 

3 証書 

3.1 証書の種類と有効期間 

3.1.1 Interim ISSC (ISPS A/19.4.1) 
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有効期間 6 か月間の Interim ISSC は、次の場合に発行されます。 

.1 船舶の就航時、又は 6 か月以上の Lay-up から運航を開始するとき 

.2 会社が新しく船舶の管理を始めたとき 

.3 船舶の国籍が変更されたとき 

3.1.2 ISSC （Full term ISSC）(ISPS A/19.1-19.3) 

船上審査を行って、SOLAS XI-2 章、ISPS Code Part A、及び承認された SSP の要件に適

合すると審査員が確認した場合に発行されます。ISSC は中間審査を受けることを条件に 5

年間有効です。ただし、パナマ、日本など、旗国主管庁が ISSC を発行する場合は、会社から

旗国主管庁に申請する必要があります。 

3.1.3 Short term ISSC 

特別な場合で、旗国主管庁の承認がある場合に発行されます。 

 

3.2 証書の書換え、失効、返納、再発行 

3.2.1 書換え 

船名等、証書の記載事項に変更があった場合は、臨時審査を行い、ISSC の書換えを行う

必要があります。ただし、会社の社名・住所のみを変更する場合は、審査員の訪船を伴う臨

時審査は要しません。この場合は、提出書類により必要事項を確認した上で、現行の ISSC

と同じ有効期限の ISSC を再発行します。 

なお、SSP の記載内容の変更については、会社が所在する最寄りの支部/事務所にご相談く

ださい。 

3.2.2 失効 

次のいずれかの場合、現行の証書は失効します。 

.1 定期的審査（更新審査、中間審査）を受けなかった場合 

.2 審査において付された不適合が、指定期間内に解消できなかった場合 

.3 再承認が必要な部分の SSP に承認を得ないで変更を行った場合 

.4 会社が当該船舶の管理を取りやめた場合 

.5 船舶の国籍が変更された場合 

.6 手数料及び経費が支払われなかった場合 

.7 Interim ISSC にあっては、ISSC が発行された場合 

.8 会社から船舶に関する ISPS 登録の消除の申込みがあった場合 

3.2.3 返納 

電子証書の場合、それを印刷した証書の返納は不要です。適宜処分ください。 

3.2.4 再発行 

再発行は本部で行います。船舶管理システム部にご連絡ください。 

 

4 SSP の承認及び確認 

4.1 初回承認 
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担当の審査員は、提出された SSA/SSP を審査し、SSP が SOLAS XI-2 章、ISPS Code、及び

旗国要件に適合している場合に承認します。適合していない場合には、担当の審査員から修正

をお願いする場合があります。承認した SSP に押印し、改ざん防止されたファイルを会社に返却し

ます。本船へは会社からご送付いただき、会社及び本船で保管してください。 

なお、本会は承認印(Approved)を押印した SSP の表紙、改訂記録及び目次並びに SSA の表

紙の写しのみを保管し、承認したことを証する書類(MS-LOA / Approval of Ship Security 

Plan)を発行いたします。 

 

4.2 改訂承認 

担当の審査員は、提出された SSP を審査し、改訂された SSP の箇所が SOLAS XI-2、ISPS 

Code Part A 及び旗国要件に適合している場合に、SSP を再承認します。提出された SSP に押

印し、改ざん防止されたファイルを会社に返却します。本船へは会社からご送付ください。 

なお、審査員は改訂版を承認したことを証する書類(MS-LOA-AMD / Approval of 

Amendments to Ship Security Plan 及び MS-LOA-AMD-ATT / Attachment to MS-LOA-

AMD)を発行します。 

MS-LOA-AMD-ATT には、SSP 改訂部分の船上検証確認のための審査をいつまでに実施しな

ければならないかを明記します。保安設備等の大幅な変更（例えば、SSAS 換装）の場合は 3

か月以内の期限までの船上検証が求められます。これ以外の場合は、次回の定期的審査までの

船上検証が求められます。船上検証の期限が設定された場合は臨時審査をお申し込みくださ

い。なお、時期が合えば定期的審査と同時に実施できます。 

 

4.3 承認を要さない事項の改訂の確認 

ISPS Code A/9.4.1～A/9.4.18 に該当しない場合及び政府が承認を必要としない項目について

は承認の必要はありませんが、本会に改訂箇所を届け出ていただく必要があります。 

この場合、提出された文書を審査し、改訂された SSP の箇所が承認を必要とする内容ではない

かどうかを確認し、提出された SSP に適宜押印し、改ざん防止されたファイルを会社に返却しま

す。本船へは会社からご送付ください。この場合、MS-LOA-AMD 及び MS-LOA-AMD-ATT の

発行はありません。 

 

4.4 Note 

本会は他の RSO が承認した SSP の改訂の承認はできません。改訂が必要な場合は初回承認

として受け付けます。 

 

5 船舶審査の実施 

5.1 Interim ISSC 発行のための審査 

5.1.1 審査員は訪船し、次の事項を検証できれば Interim ISSC を発行します。 

.1  SSA が完了している。そして SSP が初回承認を受けるために提出されている。SSP はまだ

承認されていなくても差し支えありません。 
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.2  SSP の写しが船上にあり、実施されている。 

.3  船長、SSO、及び保安職務を割り当てられている乗員がその職務を理解している。 

.4  SSO は任命され、その義務と責任を理解している。 

.5  SSAS の送信先が旗国要件に適合している。 

.6  SSAS test が良好に行われている。  

.7  船上に有効な DOC（又は Interim DOC）の写しがある。 

 

5.2 初回審査、中間審査及び更新審査 

5.2.1 審査員が訪船し、あらかじめ送付している“Audit Plan”に沿って、船長、SSO、保安要員など

へのインタビュー、記録の確認、船内の保安措置の確認等を行います。 

5.2.2 MNC/NC に相当する欠陥が認められた場合は、その是正が確認されるまで ISSC は発行で

きません。 

5.2.3 中間審査又は臨時審査において、審査中に是正できない NC が認められた場合は、証書へ

の裏書は行いますが、併せてその是正を求めます。その場合は、2 週間以内に Corrective 

Action Plan（CAP）の提出を求め、併せて審査から 3 か月以内の臨時審査を求めます。

その CAP は審査員の同意を得なければなりません。 

5.2.4 『不適合是正確認のための臨時審査』が要求された場合、指定された期日までに臨時審査

が行われないときは、ISSC は失効しますのでご注意ください。 

5.2.5 審査員は操練の実施を求める場合があります。 

5.2.6 保安業務に関する内部監査及び見直しは、SSP に記載の間隔で実施し、記録を船上に保

管しておいてください。 

5.2.7 本会が審査時に発行する審査記録書は、会社と船上で少なくとも 5 年間保管してくださ

い。 

 

5.3 SSP 改訂承認後の臨時審査 

SSP の改訂承認に関連し、船上検証の期限の指定がある場合は臨時審査を申し込んでくださ

い。審査範囲は、原則として、改訂に関連する部分のみとします。(4.2 参照) 

 

5.4 その他の臨時審査 

5.4.1 船名が変更となった場合の臨時審査 

船名が変更となった場合、船上の臨時審査が必要です。この臨時審査では、国籍証書及び

条約証書が適切に書き換えられていることを確認し、SSAS 発信テストに立ち会う又はテスト

が成功したことを示す受信記録を確認します。 

5.4.2 旗国政府が要求する臨時審査 

旗国政府が臨時審査を要求することがあります。その場合は、旗国政府が要求した理由を

勘案した上で、審査を行います。 

5.4.3 SSAS の取替え・修理後の確認のための臨時審査 

下記 5.5 を参照ください。 
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5.4.4 船舶の国籍が変更となった場合の臨時審査 

原則として、Interim ISSC 発行のための審査が求められます。ただし、会社に変更が無く、旗

国が承認している場合、臨時審査を行って、従前の ISSC の期限を引き継いだ ISSC を発行

することができます。その場合でも SSP は新たな旗国の要件を取り込んで初回承認されてい

なければなりません。 

5.4.5 NC の是正確認のための臨時審査 

NC の是正のために会社が決めた Corrective action が船上で有効に実施されていることを

検証する審査です。検証が完了して NC は是正完了とされます。更新審査で NC が認めら

れた場合は、この是正確認により証書が発行されます。 

 

5.5 SSAS 換装時の手順 

5.5.1 SSAS の instructions、guidance 等は SSP に含まれていなければなりません（ISPS Code 

A/9.4.18）。このため、他の型式に換装する場合は、あらかじめ SSP の改訂承認を受けてお

く必要があります。改訂を承認した審査員は、この改訂事項を 3 か月以内に船上で検証す

ることを求めます。 

5.5.2 SSAS の換装時、無線技術者（Radio technician）により、SOLAS 条約 XI-2 章第 6 規

則の第 2 項から第 4 項までの規定に適合していることを試験し、SSAS Checklist が作成さ

れます。臨時審査を担当する審査員は、この checklist を確認して審査を行います。ただし、

Self-Contained SSAS（SSAS-SC*）の場合は、SSO が試験し、SSAS Checklist を作成

することができます。 

＊Self-Contained SSAS 

“GMDSS 機器とインターフェースをとることなく、また、それらからのインプットに依存することのな

い SSAS をいう”と定義されています。(IACS PR 24.) 

5.5.3 SSAS の換装工事に併せて、ISPS 臨時審査をお申込みください。審査員は、船上で SSAS 

Checklist を確認し、SSAS test が良好に実施されたことを確認します。 

 

6 審査の申込み 

申込みは、本会ホームページ内「ClassNK Customer Hub（ウェブサービスポータル）」から、個船情報

サービス「Ship in Service」又はオンライン検査・審査申込みサービス「e-Application」で行ってくださ

い。（https://portal.classnk.or.jp/portal/indexj.jsp） 

ホームページに掲載の書式をダウンロードし、担当支部に E-mail 等でお申込みいただくことも可能で

す。（https://www.classnk.or.jp/hp/ja/download/dl_appli.aspx） 

 

6.1 SSP 承認の申込み 

会社が所在する最寄りの支部/事務所にお申込みください。「e-Application」でお申込みいただ

くと修正のお願い等をオンラインチャットでお伝えできるため、審査を円滑に進めることができます。 

E-mail での申込みも可能ですが、保安上の措置を講じずに SSA/SSP ファイルを添付することは、

決して行わないでください。 

https://portal.classnk.or.jp/portal/indexj.jsp
https://www.classnk.or.jp/hp/ja/download/dl_appli.aspx
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なお、日本籍船舶については、日本国内の支部/事務所が担当します。 

6.1.1 提出文書 

6.1.1.1 初回承認 

.1 SSP 

.2 SSA 

.3 CSO 訓練証明書の写し 

.4 (仮)国籍証書の写し 

.5 有効な DOC の写し (発行者が NK の場合は不要) 

次の文書が SSP に含まれていない場合には、提出してください。 

下記に関する情報が記載された文書 (SOLAS XI-2 Reg.5 関連) 

i) 船舶の乗組員を指名する責任を負っている者 

ii) 船舶の使用を決定する責任を負っている者 

iii) 船舶が契約により雇い入れられている場合にはその契約者 

6.1.1.2 SSP の改訂承認 

.1 改訂版の SSP 表紙（表紙に承認スタンプの押印を希望しない場合は提出

不要です。） 

.2 SSP の改訂記録（改訂項目を記載して更新されたもの）、目次及び改訂

版の当該ページ 

.3 改訂した SSP の基となった SSA の報告書（注 2） 

.4 改訂した箇所が含まれている旧版の当該ページ又は新旧の対比を参照でき

る資料 

.5 CSO の訓練証明書の写し 

.6 有効な DOC の写し (発行者が NK の場合は不要) 

注 2 

CSO の変更など、改訂内容によっては不要です。担当の審査員にお問い合わせくだ

さい。 

6.1.1.3 承認を必要としない SSP の改訂の確認（Minor amendment） 

.1 SSP の表紙（変更があれば） 

.2 目次（変更があれば） 

.3 SSP の改訂記録 （改訂項目を記載して更新されたもの） 

.4 改訂した箇所が含まれている旧版の当該ページ又は新旧の対比を参照でき

る資料 

.5 改訂版の当該ページ 

なお、SSP 中の単なる誤字、脱字等の修正をご要望される場合でも、上記の文書

を担当の事務所に提出してください。申請の際、単なる誤字、脱字等の修正である

ことを remarks に入力してください。この場合、SSP の表紙、目次及び改訂記録に

は変更は生じないものと考えられます。 
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6.2 船舶審査の申込み 

審査を受ける予定の港の最寄りの支部/事務所にお申し込みください。e-Application で申請す

ることをお勧めします。 

なお、船舶又は港の保安レベルが 3 の場合、船上審査は実施できません。また、入渠中又は係

船中等、通常の運航状況でない船舶に対しては、原則として Interim ISSC 発行のための審査

及び SSAS 確認のための臨時審査を除き、審査を実施することができませんのでご注意ください。 

6.2.1 提出文書 

.1 (仮)国籍証書の写し (NK 船級船でない場合) 

.2 DOC 及び SMC の写し (発行者が本会以外の場合) 

.3 主管庁が発行した STCW 条約に基づく SSO の証明書 

 

7 その他のケース 

7.1 他 IACS 船級協会発行 ISSC の認証引継の申込み 

7.1.1 他 IACS 協会（以下“Losing Society”という）発行の ISSC を引き継いで本会への変更を

希望する場合、以下の書類を添付して、船舶管理システム部にお申し込みください。認証引

継手続には、Losing Society からの情報取得も含め数日を要します。 

.1 Losing Society が発行した ISSC、最新の DOC 及び SMC の写し 

.2 Losing Society が実施した最終の審査記録書の写し 

.3 SSP が承認されたことを証する書類 

7.1.2 次の場合は、認証引継の申込みを受理できませんのでご注意ください。 

.1 ISSC が失効している場合 

.2 管理会社が変更される場合 

.3 Losing Society に何らかの審査を申込んだ後、当該審査がまだ完了していない場合 

.4 Losing Society に指摘された欠陥（Failure）が是正されていない場合 

7.1.3 本会から Losing Society に連絡して過去の審査データを入手します。 

7.1.4 認証引継ぎの審査は、中間審査相当の臨時審査として実施します。ただし、初回、中間又

は更新審査の期間内にある場合は、該当する審査を実施します。 

7.1.5 本会が発行する Full term ISSC の有効期限は、Losing Society 発行の ISSC の有効期限

を引継ぎます。 

7.1.6 パナマ籍船については本会から旗国主管庁に事前に通報した上で審査を行います。審査後

は ISSC に臨時、中間、又は更新の裏書をします。新たな ISSC は発行されません。初回審

査を行った場合、本会はいかなる証書も発行しません。会社から旗国に ISSC の発行を申請

してください。 

 

7.2 証書の延期 

7.2.1 初回審査の延期 

Interim ISSC の延期はできません。ただし、旗国主管庁の承認を得て consecutive Interim 

ISSC の発行が認められる場合があります。船舶管理システム部にご相談ください。 
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7.2.2 中間審査の延期 

Due window が 1 年間あるため、延期に慎重な旗国主管庁がほとんどです。2nd 

anniversary date が到来したらできるだけ早期に中間審査を手配するようお勧めします。 

7.2.3 更新審査の延期 

ISPS A/19.3.5 を根拠として、多くの旗国主管庁は必要な期間の、ただし 3 か月を限度とし

て、延長を認めています。船舶管理システム部にご相談ください。 

 

8 日本籍船の特別要件 

8.1 日本籍船の Interim ISSC 及び ISSC は旗国主管庁（JG）が発行します。これらの ISSC には、

ISM company の他、次の主体の名称及び住所が記載されます。SSP 初回承認及び Interim 

ISSC 発行審査の両方で、この情報が必要です。 

.1 Registered owner, or Ship manager as registered owner 

.2 Ship Charterer 

8.2 Owner 又は Ship Charterer の変更は、ISM company の変更と同様、Interim process から

の手続きが必要になる場合があります。 

8.3 SSP の承認は日本国内の支部/事務所が行います。国外に所在する会社の SSP は、ClassNK 

East Japan Regional Office が担当します。 

8.4 旗国主管庁（JG）は、本船と Japan Coast Guard との間での SSAS test を次のとおり求めて

います。 

.1 RSO の審査員が test に立ち会うこと。さらに 24 時間前通報をその審査員が行うこと。 

.2 この test は次の機会に行うこと。 

- SSAS 設置時及び他の型式への換装時 

- Interim ISSC 発行のための審査時 

- 初回及び更新審査時 

8.5 SSP の改訂において、CSO 変更を含むいくつかの項目は「軽微な変更」として承認を要しないとさ

れています。6.1.1.3 の Minor 改訂として扱います。 

8.6 CSO について JG に届出を行う必要があります。手続きは JG にお問い合わせください。 

8.7 SSO は、海技教育機構 (JMETS: Japan Agency of Maritime Education and Training for 

Seafarers) の行う講習を受けていなければなりません。JG は、JMETS が発行する訓練証明を保

持する船員に、Certificate of Qualification for Ship Security Officer を発行します。 

 


